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今回は、日曜日にジェノヴァから列車で約 40分にある人口が 5600人の漁師街、カモーリに行って

きました。ここは、「小さな街・村」の推薦の街です。イタリアン・リヴィエラは、ジェノヴァの東

西にまたがっていて、フランスまで繋がっている西側を西リヴィエラと呼び、国際的にも人気がある

リゾート地です。先週のノーリは西リヴィエラにあります。今回のカモーリは、反対に東リヴィエラ

にあります。東リヴィエラは、どちらかと言うと、イタリア人に人気があるそうです。しかし、東リ

ヴィエラにある超高級リゾート地のポルト・フィーノや、東リヴィエラの東端にあるチンクエテッレ

はもちろん超国際的な観光地ですので、それほどはっきりとは区別できないと思います。カモーリは、

ジェノヴァ県にあり、ジェノヴァから直ぐのところですが、ジェノヴァの騒々しい雰囲気はなく自然

にあふれた Golfo Paradiso岬（直訳すると“パラダイス湾”岬）の西端に位置しています。Golfo 

Paradiso岬の東側には、有名なポルト・フィーノがあり、岬の突端には、船でしか行けない隠れた

リゾート地と言われるサン・フルッテオソ修道院があります。 

 

ロゴレドから直通列車で 10時にカモーリに到着しました。素晴らしい天気に恵まれ、駅には潮騒の

音が聞こえ南国の太陽が照りつけています。まず、カモーリの街を歩きましたが、観光客が多いのに

はびっくりです。ツアリスト・インフォメーションには、数人の観光客がいました。そこで、カモー

リの地図と Golfo Paradiso岬の地図を無料で貰い、今日の観光に出発です。 

 

 

 

東リヴィエラのカモーリは、チンクエテッレと同じように海岸から直ぐに丘陵地帯になっていますの

で、街中には階段があちこちにあります。もちろん、海の方へは下りで、陸の方は上りです。駅前の



道から階段を降りてカモーリの港に行くと、目の前にきれいなリグリア海が広がり、更に波の音と海

の匂いに包まれます。港のあちこちで観光客が写真を撮っていました。また、この港から観光船も出

ているようで船着場には観光客が並んでいました。一方、この街の人は、海に向かっているベンチで

新聞を読みカフェを飲みながら日向ぼっこです。この港には、カモーリの教区教会であるサンタ・マ

リア・アッスンタ教会があります。12世紀に建てられた教会ですが、その後の度重なる改修で今や

ネオ・クラシック建築となっています。 

 

 

その教会の直ぐ横には、ドラゴン城と呼ばれている城があります。今は小さなお城ですが、昔はもっ

と大きかったようです。この小さな漁師街は、度々、海賊に襲われたので、その防御のお城として

13世紀の前半に漁師によって建てられました。とにかく、教会もお城も、海に突き出している岩（ク

リフ）の上に建てられているのです。その岩から防波壁が延びていてこの港を囲っています。こんな

ところに良く建てたものですね。 

 

 

防波壁の上は散歩道になっていて、先の小さな灯台まで歩いて行く事が出来ます。防波壁から街を見

ると海沿いの建物がとてもきれいです。昔の漁師は自分の家に色をつけて、長い航海の間に周りの家

の形が変わっても遠くの海から自分の家がわかるようにしたそうです。このカラフルな建物から、カ

モーリは、イタリアの典型的な漁師街として Golfo Paradisoの宝石とも呼ばれているようです。チ

ンクエテッレと同じですね。 



 

 

港の直ぐ横は、教会を挟んで浜辺があります。夏の間は海水浴客でごった返すことでしょう。この日

も、たくさんの観光客が南国の太陽を浴びに来ていました。この日の気温は日陰でも 13度あり、多

分、太陽の下では 20度近くにはなっていたものと思います。海岸沿いの道は歩行者天国ですので、

土産物屋、レストランやカフェが軒を並べています。正に、観光客の天国です。 

 

 

海岸通りを通り過ぎると、いよいよ、Golfo Paradisoの山道に入ります。この山道はトレッキング・

コースになっていて、たくさんのイタリア人が Golfo Paradisoに向かって歩いています。結構なお

年寄も多いので、それほどたいしたことはないだろうと思って山登りを開始したのですが、大変な事

になりました。トレッキング用に整備されている山道はかなり急勾配で、いたるところに階段があり

ます。山の頂上にはサン・ロッコという名の村があり、そこに古い教会があります。ここまではすっ

と登りで 30分以上かかります。トレッキング・コースは更に続いて、サン・ロッコから先は、更に

30分（下り）で 12世紀に立てられたロマネスク建築のサン・ニコロ教会があります。そこからこの

トレッキングの最終地点であるプンタ・キアッパまでは更に 20分（下り）です。サン・ロッコまで

で既に足が棒になっていましたが、教会を見た後に少し元気になり、先に進みサン・ニコロ教会まで

は何とかたどり着きました。でも、帰りの登り（当然ながら行く時は下りでも帰りは上りになるので

す）を考えるとそこまでが限界でそこから引き返すことにしました。帰り道の登りは、階段の高さま

で足を上げられずに何度もつまずいてしまいました。山道は樹木に覆われた小道で多少は直射日光を

防いでくれたのですが、それでも汗があふれ出ました。もちろん、ミラノから着てきたコートと襟巻

きは全く邪魔ものです。トレッキングしている若い人の中には、半袖の Tシャツやノースリーブの



人までいました。トレッキング・コースは他にもあって、彼らは、きっと、サン・フルッテオソ修道

院を通ってポルト・フィーノまで歩くのだと思います。体力に自信のない人は、観光船で行く事をお

勧めします。それでも、すばらしい景色と人里離れた古い教会は、疲れを癒してくれました。 

 

 

 

山登りの苦行を乗り越えて街に戻ると、海沿いには更に観光客が増えて浜辺は大いに賑わっていまし

た。そこから、次の目標であるもう一つの人里離れた教会の行くつもりでした。その教会は街からそ

れほど遠くない村にあるのですが、そこに行くにもやはり山を登らなくてはいけません。とにかく、

海岸からちょっとでも陸地方向に向かうと、階段がありすべて登りなのです。少しだけ登ったのです

が、もう、足の筋肉は悲鳴をあげていて体力の限界を通り過ぎていました。教会は諦めることにし、

ちょっと早めですが、2時過ぎの列車でジェノヴァに向かい帰路に着くことに変更です。今回は、久



しぶりに体力をフルに使った小さな旅でしたが、天気も良く景色もきれいで非常に満足しています。

昼食も最近熱いカフェとパニーニやピザでしたが、今回は、冷えたレモンティーとパニーニでした。

いよいよ、暖かい春が直ぐ傍に見えてきたようです。 

 

 

カモーリを含め東リヴィエラ方向に行くには、ロゴレドを 7時 39分発の普通列車が便利です。その

前の 7時 12分の ICとその後の 8時 21分の普通列車は、西リヴィエラ方面に行くのですが、この列

車だけは、東リヴィエラ方面への直通列車です。カモーリから更に 1時間乗るとチンクエテッレま

でも乗り換え無しで行く事が出来ます。普通列車なので料金も安く、カモーリまでなら片道 10.2ユ

ーロです。チンクエテッレまでも 12.7～13.9ユーロです。乗換のロスがありませんので、現地でゆ

っくりと観光できる時間を確保出来ると思います。 

 

2月いっぱいまでは、このリヴィエラ方面がお勧めです。ロゴレドから列車で一番長いトンネルを抜

けると別世界です。トンネルの前まではピエモンテ州で雪に覆われていますが、トンネルを抜けると

リグリア州に入り、真っ青な空と刺すような太陽の光で景色が一変します。もちろん、雪も全く見え

ません。要するに、暖かさを求めるならこの長いトンネルを抜けた方面に来れば良いのです。イタリ

ア人は、そのことを良く知っているようで、皆、挙って移動するためこちら方面の列車は満員でした。

彼らは準備も良く、カモーリの駅に着くと直ぐに、ベンチで着替えをしている人も居ました。もちろ

ん、コートや襟巻きはリュックに入れて軽装になっているのです。 

ここは、観光客も多かったのですが、駅前にはタクシーも並んでいて、とても「小さな街」と呼べる

ような観光の穴場ではなかったので、穴場好きの人にはお勧めではないかもしれません。タクシーが

多い理由は、上り下りが多い街のせいでしょうね。タクシーに乗りたくなります。 


